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は じ め に
　頸動脈狭窄症の plaque評価は頚動脈エコーによると
ころが大きく，lipid coreを意味する echolucent plaque

















は13：２である（表１）。３D-CTAは SOMATOM Plus 

















の densityを周囲筋組織と比較し，より低いものを soft 
plaque，同等のものを intermediate plaque，高いもの
を hard plaqueとした。また plaque densityの均一性か
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irregularが９例であった。性状は soft  plaqueが10例，
intermediate plaqueが３例，hard plaqueが２例であっ
た。また soft plaqueのうち６例が homogenous type，









整で homogeneous typeの soft plaqueを認めた（図１
b）。元画像から plaque下部の外側には石灰化があり，
homogeneous typeの soft plaqueが血管内腔を取り囲
むように局在していた。Plaque densityの Hounsfield 
unitsは39.4と周囲筋組織の74.2と比較すると明らかに
低下していた（図１c）。より上部で densityは増加して
おり，周囲に high density areaを認めた（図１d）。最






り増加していた（図２b）。また周囲に spotty high density
を認めた。plaque上部は heterogeneousで中心部の
densityは 30.9と低下していた（図２c）。最終的に




窄を認めた（図３a）。元画像で plaqueは heterogeneous 
typeで densityは58.6と周囲筋組織の66.3とほぼ同等で
あった（図３b）。最終的に regularly  heterogeneous 


















































　２ｂ：元画像．Homogeneous slight high density plaqueを認める（矢印）










プした prospective randomaized study（ACAS）が
なされた２）。これによると，60％以上の頚動脈狭窄を
有する症例では CEA施行群の stroke riskが5.1％で




　頚動脈における stroke  eventは高度狭窄による脳




echolucent plaqueを有する症例は echogenic plaque
を有する症例と比較すると stroke  riskが有意に高













































は行っていないが，soft plaqueは lipid core，inter-

















評価した。うち10例は soft plaque，３例は intermediate 
plaque，残りの２例は石灰化からなる hard plaqueと診
断された。Plaqueの形態と性状を評価する方法として
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